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　 崎山貝塚は、縄文時代前期から 中期（ 約6,000年前～3,500年前）にかけての貝塚と 集落の遺跡で、平

成８ 年に国史跡に指定さ れている 。

　 指定から 20周年の節目の年にあたる 平成28年7月に開館し た宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージア

ムは、こ の国指定史跡「 崎山貝塚」や宮古市内の遺跡から 出土し た発掘調査資料等を収蔵及び展示する

と と も に、教育普及や調査研究及びこ れら に付帯する 各種の事業を行う 文化財公開活用の拠点施設と

し て位置付けら れている 。

○平成  8 年（ 1996）：「 国指定崎山貝塚保存管理計画」 を策定。

○平成 12 年（ 2000）：『 崎山貝塚史跡整備基本構想』 の刊行。

○平成 20 年（ 2008）：『 崎山貝塚縄文の森公園・ 第Ⅰ期整備基本計画書』 の刊行。

○平成 22 年（ 2010）：『 崎山貝塚縄文の森公園・ 第Ⅰ期整備基本設計報告書』 の受理。

○平成 23 年（ 2011）： 実施設計（ 詳細設計） 業務の完了。 成果品の引き 渡し を受ける 。

  －東日本大震災によ り 事業の一時凍結－

○平成 24 年（ 2012）： 施設建設予定地の購入。

○平成 25 年（ 2013）： 実施設計の見直し 。「 崎山貝塚縄文の森公園複合施設整備及び埋蔵

  文化財整理収蔵施設建設工事実施設計」 と し て業務委託。

○平成 26 年（ 2014）： 実施設計の完了。

○平成 28 年（ 2016）： 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム条例及び施行規則の施行。

  崎山貝塚縄文の森公園複合施設の開館（ ７ 月 16 日）

  開館記念特別展「 崎山貝塚～みやこ の海と 森の原点を 探る ～」（ 7月16日～9月19日）

  開館記念講演会「 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム開館にあたって」（ 7 月17 日）

○平成 29 年（ 2017）： 開館 1 周年「 こ れから も よ ろし く イ ベント 」（ ７ 月 15 日～７ 月 17 日）

  入館者 1 万人記念あり がと う セレ モニー（ ８ 月８ 日）

○平成 30 年（ 2018）：（ 公財） 日本博物館協会加盟（ ６ 月）

  開館記念日ス ペシャ ルイ ベント （ ７ 月 14 日～７ 月 16 日）

  第 16 回特別企画展「 時代を超えた海の架け橋　 縄文～幕末～現代」

    （ 7 月 14 日～ 9 月 30 日）

  第17回ふる さ と 博物館企画展「 実録、縄文丸木舟を作る ！」（ 12月1日～2月24日）

〇令 和 元 年（ 2019）： 入館者 2 万人記念セレ モニー（ 4 月 29 日）

  第18回特別企画展「 大地を 掘る と 、海の恵みが見えてく る ！」（ 7月13日～9月29日）

  第 20 回崎山貝塚縄文ま つり 開催（ 11 月 3 日）

  第19回ふる さ と 博物館企画展「 昭和・ 平成を 振り 返っ て」（ 12月1日～2月24日）

〇令 和 ２ 年（ 2020）： ４ 月 25 日～５ 月 10 日臨時休館（ 緊急事態宣言）

  第 20 回特別企画展「 縄文アニマル図鑑展～縄文人と 動物と の関わり ～」

  （ 7 月 18 日～ 9 月 27 日）

  第21回ふる さ と 博物館企画展｢宮古のみち～道路・ 鉄路・ 海路～｣（ 12月5日～2月21日）

〇令 和 ３ 年（ 2021）： 第22回夏季企画展「 復興発掘調査展～縄文・ 弥生時代～」（ ７ 月17日～９ 月26日）

  ８ 月 13 日～ 31 日臨時休館（ 岩手緊急事態宣言）

  第 23 回冬季「 復興発掘調査展～古代から 近現代～」（ 12 月４ 日～２ 月 20 日）

１ .  沿　 革
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（ １ ） 施設の名称と 位置

　 　 ●名称： 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム（ 崎山貝塚縄文の森公園複合施設内）

　 　 ●住所： 岩手県宮古市崎山第１ 地割 16 番地１

（ ２ ） 崎山貝塚縄文の森公園複合施設の概要

　 　 ●主要施設： 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム・ 宮古市埋蔵文化財センタ ー

　 　 　 　 　 　 　 　 崎山公民館・ 崎山出張所

　 　 ●構造　 　 ： 鉄骨造　 地上 2 階地下 1 階建て

　 　 ●敷地面積： 3,523 .63㎡

　 　 ●建築面積： 2,371 .90㎡

　 　 ●延床面積： 2,745 .79㎡（ 1 階： 2,028 .51㎡　 2 階： 580 .59㎡　 地下 1 階： 136 .69㎡）

　 　 　 　 　 　 　 　（ う ちミ ュ ージアム　 974 .77㎡）

　 　 ●駐車場　 ： 普通車 40 台、 身障者用 3 台

　 　 ●ト イ レ 　 ： 2 箇所（ 身障者用含む、 職員用除く ）

（ ３ ） 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム　 諸室の面積

階 室　 名 面　 積 階 室　 名 面　 積

１

ガイ ダンス ホール展示室 271.11
１

会議室－１ 18.42

廊下－１（ ギャ ラ リ ー展示） 81 .00 書庫－１ 7.08

企画展示室 62 .30
２

会議室－ 3 42.52

展示準備室 28 .35 休憩室 12.96

体験学習室 111.71 １ エント ラ ンス ホール 123.16

事務室 69 .59

施設内配置図

２ .  施設概要
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崎山貝塚縄文の森公園　 復元竪穴住居

崎山公民館　 多目的ホ ール

エ ン ト ラ ン ス ホ ール

施設外観

崎山貝塚縄文の森公園　 立石

崎山公民館　 和室

体験学習室

広告塔
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（ １ ） 常設展示

　 常設展示は、 国指定史跡崎山貝塚から 出土し た資料と 宮古市内の遺跡から 出土し た資料の大き く 分

けて２ つの展示で構成さ れている 。 崎山貝塚の展示では、「 海」・「 土器」・「 立石」・「 配石遺構」・「 石斧」・

「 石棒」 の床置き 展示ケース の他、 壁掛けの箱形展示ケース （ 衣食住の展示） や回転式ケース （ ド ン

グリ 関連展示）、 環状溝と 北貝塚の断面剥ぎ取り 資料を 展示し ている 。 特に北貝塚の断面剥ぎ取り 資

料では、 プロ ジェ ク ショ ンマッ ピングによ る 縄文時代のイ メ ージ映像を投影し ている 。

　 常設展示資料数は合計 178 点（ 令和元年 10 月一部展示変更） である 。

３ .  事業概要

宮古の遺跡展示コ ーナー

展示室

ギャ ラ リ ー展示

宮古の遺跡展示コ ーナー

プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン マ ッ ピ ン グ

パノ ラ マ 画
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（ ２ ） 企画展示

　 ミ ュ ージアム企画展示室では、 夏季企画展・ 冬季企画展の年２ 回の企画展示を行った。 さ ら に企画

展示以外の期間はス ポッ ト 展示と し て、 企画展示室の有効活用を図った。

　 復興発掘調査を行った市内の縄文・ 弥生時代の遺跡にス ポッ ト を当てて、 こ れま での発掘調査成果

を公開し た。

　 ●開 催 期 間： 令和３ 年 7 月 17 日（ 土） ～ 9 月 26 日（ 日）　（ 46 日間）

　 　 　 　 　 　 　 　 ※岩手緊急事態宣言によ り ８ 月 13 日～ 31 日ま で臨時休館

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ 月１ 日～ 17 日（ 午前） ま で入館制限（ 下閉伊地域限定）

　 ●入 館 者 数： 1,307 人（ 21 人／日）

　 ●展示資料数： 174 点

　 ●印　 刷　 物： ポス タ ー・ チラ シ・ パンフレ ッ ト （ Ａ ４ 版カラ ー 18 ページ） 2,000 部

　 ●主な展示品： 縄文土器、 石器、 石棒、 石製品、 三角と う 形土製品、 弥生土器、 大陸系磨製石斧など

第 22 回夏季企画展「 復興発掘調査展～縄文・ 弥生時代～」

5



　 復興発掘調査を行った古代から 近現代の遺跡にス ポッ ト をあて、 新たに分かってき た宮古の歴史を

紹介し た。 さ ら に復興発掘調査を実施し たこ と の意義や発掘調査によ っても たら さ れた成果について

も 紹介し た。

●開 催 期 間： 令和３ 年 12 月４ 日（ 土） ～令和４ 年２ 月 20 日（ 日）（ 61 日間）

●入 館 者 数： 601 人（ ９ 人／日）

●展示資料数： 117 点

●印　 刷　 物： ポス タ ー・ チラ シ・ パンフ レ ッ ト （ Ａ ４ 版カラ ー８ ページ） 2 ,000 部

●主な展示品： 復興発掘調査で出土し た古代・ 中世・ 近世・ 近現代の資料（ 羽口・ 白磁碗・ 銭貨・ 土

　 　 　 　 　 　 　 師器・ 須恵器・ 土製紡錘車・ 製塩土器・ 墨書土器・ 青銅製分銅など ）、 復興発掘調査

　 　 　 　 　 　 　 の調査風景写真パネル、 全国から の派遣職員のメ ッ セージなど

第 23 回冬季企画展「 復興発掘調査展－古代から 近現代－」
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　 宮古市内の遺跡から 出土し た遺物を、 集落内外（ 場所） と 生活に直結する 道具や祭祀に関連する 道

具（ 用途） の４ つのト ピ ッ ク に分けて展示し た。 注口土器や翡翠、 耳飾り などの祭祀に関連する 道具

と 、 土器や石斧など 生活に欠かせない道具の展示から 縄文人の生活と 祭祀の道具の違いを紹介し た。

●開 催 期 間： 令和３ 年４ 月 17 日（ 土） ～７ 月４ 日（ 日）（ 64 日間）

●入 館 者 数： 1,241 人（ 19 人／日）

●展示資料数： 71 点

●印　 刷　 物： チラ シ

●主な展示品： 縄文土器、 石器類、 注口土器、 翡翠首飾り 、 耳飾り など

　 宮古市にゆかり のある 写真家藤田弘基氏が撮影し た、 山仕事を生業と し て山の恩恵を受け暮ら し て

き た「 やんも う ど 」 と 言われる 人々や自然豊かな新里地区の風景と 、 ヒ マラ ヤの雄大な山や夜空を撮

影し た作品の展示。 ト ピ ッ ク と し て、 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムの職員が撮影し ミ ュ ージアム公

式フ ェ イ ス ブッ ク に投稿し た縄文の森公園の四季の風景なども 写真で紹介し た。

●開 催 期 間： 令和３ 年 10 月９ 日（ 土） ～ 11 月 21 日（ 日）（ 44 日間）

●入 館 者 数： 686 人（ 15 人／日）

●展示資料数： 29 点

●印　 刷　 物： チラ シ

●主な展示品： 藤田弘基氏のフ ォ ト 作品　 、 山仕事の道具、 カメ ラ 、 キャ ンプ用品など

スポッ ト 展示① 「 縄文のも ちも の」

スポッ ト 展示②「 みやこ フ ォ ト ギャ ラ リ ー ～藤田弘基と やんも う ど～」
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　 注口土器を 集めた企画展で、 宮古市を 含めた岩手県内 11 市町村の注口土器を展示し た。 ３ 月６ 日

（ 日） は講師を招き 注口土器から 伺える 縄文人の精神文化について講演会を行った。 注口土器の工芸

的な美と 、 注口土器に関する 祭祀に触れら れる 展示と し た。

●開 催 期 間： 令和４ 年３ 月５ 日（ 土） ～３ 月 27 日（ 日）（ 29 日間）

●入 館 者 数： 213 人（ ７ 人／日）

●展示資料数： 64 点

●印　 刷　 物： チラ シ・ パンフ レ ッ ト （ Ａ ４ 版カラ ー４ ページ）

●主な展示品： 県内から 出土し た注口土器及び単孔土器

　 　 　 スポッ ト 展示③ 「 埋蔵文化財センタ ー企画展
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　注口土器から 見える縄文の美と 祈り 展」

（ ３ ） 公開活用

　 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムは宮古市における 文化財公開活用の拠点と 位置付けら れており 、 国

史跡崎山貝塚を含めた文化財一般についての講座や体験などの様々なイ ベント を実施し た。

●期　 日： 令和３ 年５ 月１ 日（ 土） ～５ 月５ 日（ 水・ 祝）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験学習室・ 縄文の森公園

●参加者： 305 人

●概　 要： ５ 月の大型連休に合わせた特別縄文体験を実施し た。 縄文の森公園では丸木舟縄文フ ィ ッ

シングゲームと 縄文ヤリ 投げ体験を行った。ま た、館内では展示物を探すク イ ズを実施し 、

参加者には景品をプレ ゼント し た。

２ ０ ２ １ じ ょ う も んワク ワク ・ ド キド キ体験！
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●期　 日： 令和３ 年７ 月 17 日（ 土）・ 18 日（ 日）（ ２ 日間）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム、 縄文の森公園体験広場

●参加者： 69 人

●概　 要：  開館５ 周年を記念し たス ペシャ ルイ ベント 。 館内に散り ばめら れたキーワ ード を集めて並

び替える ク イ ズのほか、 縄文の森公園では動物の的に向かっ て矢を 放つ弓矢の使用体験

や、 縄文時代の石斧を模し て製作し た道具の使用体験を開催し た。 出土品のミ ニ展示コ ー

ナーでは、 市内の道の駅など の観光施設で過去に展示し た縄文時代の珍し い土器やアク セ

サリ ー 10 点を紹介し た。

●期　 日： 令和３ 年８ 月７ 日（ 土） ～８ 月 12 日（ 木）

　 　 　 　 　 ※岩手緊急事態宣言によ り ８ 月 13 日～ 31 日ま で臨時休館

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム

●参加者： 221 人

●概　 要：  津波と 縄文を テーマに、 館内を 巡る 体験と ミ ニ展示を 行った。 ８ 月 22 日ま で開催予定で

あったが岩手緊急事態宣言によ り ５ 日間の開催と なった。 館内を巡る 体験では、 津波に関

連する 展示物の近く にシールを置き 、 配布用紙にシールを貼る 体験を行った。 ミ ニ展示で

は宮古商工高校の津波模型や津波の展示、 ハザード マッ プと 遺跡分布図を重ねる 展示など

を行った。

開館記念スペシャ ルイ ベント

夏休み企画「 津波と 縄文」
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●期　 日： 令和３ 年７ 月 31 日（ 土）・ ８ 月１ 日（ 日）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験学習室

●参加者： 90 人

●概　 要：  埋蔵文化財への興味・ 関心を高めても ら う ために実施し た。 埋蔵文化財センタ ーの仕事内

容についてのパネル展示と 、 遺物を探す模擬発掘調査体験や、 縄文土器の接合、 土器洗い

と いった整理作業体験のほか、縄文土器と 一緒に記念写真撮影ができ る コ ーナーを設けた。

●期　 日： 第１ 回　 令和３ 年６ 月 19 日（ 土）

　 　 　 　 　 第２ 回　 令和３ 年 10 月 24 日（ 日）

●会　 場： 第１ 回　 長根寺、 東屋酒造店、 浄土ヶ 浜、 浄土ヶ 浜ビジタ ーセンタ ーなど

　 　 　 　 　 第２ 回　 宮古市北上山地民俗資料館

●参加者： 第１ 回　 ４ 名　 　 第２ 回　 ４ 名

●概　 要：  貸し 切り バス を利用し 、 市内の文化施設など を見学し た。 第１ 回は長根寺では新たに県の

文化財に指定さ れた仏像や南部藩の歴代当主の墓石など を見学し た。 東屋酒造店では母屋

と 酒蔵など を見学し た。第２ 回は宮古市北上山地民俗資料館を見学と「 すご編みコ ース タ ー

作り 」 を体験し た。 コ ース タ ー作り は、 通常の体験と 異なり カラ ーの布や革など を入れ込

みカラ フルなコ ース タ ーを製作し た。

埋蔵文化財センタ ー一般公開「 目指せ考古学者！おでんせ発掘おし ごと 体験 2021」

みるみる宮古！体験めぐ り
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●期　 日：「 釣り 竿編」 令和３ 年９ 月 12 日（ 日）

　 　 　 　 　「 海釣り 編」 令和３ 年９ 月 26 日（ 日）

●会　 場：「 釣り 竿編」 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム

　 　 　 　 　「 海釣り 編」 宿漁港

●参加者：「 釣り 竿編」 ３ 名

　 　 　 　 　「 海釣り 編」 15 名

●概　 要：  「 釣り 」をテーマに行った体験シリ ーズ。 初回に予定し ていた「 釣り 針編」は新型コ ロ ナウ ィ

ルス 感染拡大のため中止と なった。「 釣り 竿編」 では竹を 火であぶり 真っ 直ぐ にする 作業

と カラ ムシから 作った紐を使い釣り 竿を製作し た。 ま た、 釣り 竿にシカ角を素材にし た釣

り 針と 粘土製のおも り をつける 作業も 行っ た 。「 海釣り 編」 では「 釣り 竿編」 で製作し た

釣り 竿を使い、 シカ角の釣り 針を用いた縄文式の釣り 体験を行った。

●期　 日： 令和３ 年 12 月 19 日（ 日）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験学習室

●参加者： 14 人

●概　 要：  縄文の模様を描いた凧を作る 体験を行った。 大き さ はＡ ４ サイ ズのも のを製作し 、 完成後

は縄文体験広場で作った凧揚げを行った。

みんなで縄文の暮ら し 体験

冬の工作講座 「 縄文風のミ ニ凧を 作ろ う ！」
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●期　 日：「 拓本編」 令和４ 年１ 月 23 日（ 日）

　 　 　 　 　「 展示編」 令和４ 年２ 月 13 日（ 日）

●会　 場： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験学習室

●参加者：「 拓本編」 ８ 名　 　「 展示編」 ３ 名

●概　 要：  学芸員の仕事など を体験でき る 企画と し て「 拓本」 と 「 展示」 をト ピ ッ ク に実施し た。「 拓

本編」 では土器や拓本についての解説の後、 実際に出土し た土器を使い拓本を製作し た。

ま た、 カラ ーイ ンク を使った拓本の製作も 行い、 カラ ー拓本を用いたアート 作品を製作し

た。「 展示編」 では展示の歴史やミ ュ ージアムでの実際の展示作業の解説を 行い 、 ミ ュ ー

ジアムで使用し ている 展示ケース を用いて縄文土器の展示作業を行った。 展示作業完了後

には展示し た土器の写真撮影も 行った。

おし えて！学芸員
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●期　 日： 令和３ 年 11 月３ 日（ 水・ 祝）

●会　 場： 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム・ 崎山貝塚縄文の森公園・ 崎山公民館多目的ホール

●参加者： 136 名

●概　 要：  前年度と 同様に新型コ ロ ナウ ィ ルス 感染状況によ り 崎山貝塚縄文ま つり が中止と なり 、 代

替事業と し て実施し た。 弓矢・ やり 投げ体験が行える Ｊ ｏ ｍｏ ｎ ハンティ ング大会と 小さ

な滑石を使用し たミ ニミ ニペンダント 作り を行った。 崎山公民館多目的ホールでは宮古市

所蔵の絵画 25 点を展示する 絵画展を開催し た。

Ｊ ｏ ｍｏ ｎ × 東北文化の日×アート vol.２
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（ ４ ） 教育普及

　 ● 学校等の利用

小学校・ 中学校・ 高校・ 大学など の学校授業での利用について、 ミ ュ ージアム内での縄文体験や

展示解説、 出前授業など で対応し た。

番
号

日付 団体名
高校生
以下

学生 一般 人数 入館
展示 
解説

土器
ク ッ
キー

ペンダ
ント

土偶
火お
こ し

弓矢 石斧
ミ ニ
土器

革

各合計 1 ,166  9  151 1 ,375 1 ,282 1,282  44  0  132  23  0  124  0  0  166 

1 4月14日 宮古児童相談所 1 2 3 3 3

2 5月12日 宮古児童相談所 2 2 4 4 4

3 5月26日 宮古市立新里中学校（ 三陸ジオ） 4 4 8 8 8

4 6月2日 盛岡市立手代森小学校 45 7 52 52 52

5 6月3日 花巻市立石鳥谷小学校 44 8 52 52 52 44 44

6 6月4日 一関市立南小学校 66 9 75 75 75

7 6月9日 一関市立東山小学校 47 5 52 52 52

8 6月11日 花巻市立八幡小学校 14 5 19 19 19

9 6月15日 宮古市立鍬ケ崎小学校 48 6 54 54 54 54

10 6月18日 花巻市立新堀小学校 12 5 17 17 17

11 6月20日 宮古市立津軽石中学校（ 出前） 26 26 26

12 6月24日 一戸町立一戸南小学校 15 4 19 19 19

13 7月2日 北上市立東陵中学校 31 3 34 34 34

14 7月2日 宮古市立豊間根小学校 23 2 25 25 25 23

15 7月7日 軽米町立軽米中学校 64 6 70 70 70

16 7月7日 津軽石小学校 (出前土器) 22 22 22

17 7月8日 宮古市立山口小学校 29 3 32 32 32 29

18 7月8日 盛岡市立見前中学校 202 13 215 215 215

19 7月13日 津軽石小学校 (出前土器) 22 22 22

20 9月2日 久慈市立大川目小学校 18 4 22 22 22

21 9月3日 久慈市立長内小学校 38 7 45 45 45 38

22 9月22日 宮古市立津軽石小学校 19 2 21 21 21 17 3

23 9月28日 宮古市立重茂中学校（ 三陸ジオ） 12 5 17 17 17

24 10月1日 盛岡市立東松園小学校 33 6 39 39 39

25 11月5日 宮古市立崎山小学校3年生 24 2 26 26 26

26 11月9日 二戸市立福岡中学校 33 4 37 37 37 33

27 11月12日 花巻市立桜台小学校 106 8 114 114 114

28 11月12日 盛岡市立太田小学校 22 4 26 26 26

29 11月17日 宮古市立崎山小学校3年生（ 出前） 23 23

30 11月18日 盛岡市立飯岡小学校 46 7 53 53 53

31 11月19日 盛岡市立緑が丘小学校 45 3 48 48 48 45

32 11月24日 宮古市立崎山小学校6年生 20 1 21 21 21

33 11月26日 宮古市立磯鶏小学校 39 3 42 42 42 40

34 12月1日 盛岡みたけ支援学校 二戸分教室 高等部 5 4 9 9 9

35 12月4日 弘前大学　 日本考古学ゼミ ナール 9 1 10 10 10

36 12月9日 洋野町立中野小学校 6 年生 14 4 18 18 18

37 1月26日 宮古児童相談所 1 2 3 3 3
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　 ● 館務実習（ 職場体験）
　 　 期　 　 　 間： ①令和３ 年９ 月 28 日（ 火）　 ②令和３ 年 11 月 10 日（ 水）

　 　 職場体験者： ①宮古第一中学校２ 学年（ ２ 名）　 ②宮古第二中学校２ 学年（ ５ 名）

　 　 内　 　 　 容：  展示準備作業、 館内展示作業、 体験学習作業など

　 ● ふれあい文化ボラ ン テ ィ ア
　 　 活動期間： 令和３ 年４ 月 10 日～令和４ 年３ 月 19 日

　 　 登録人数： 17 人（ 前年よ り １ 名減）

　 　 活動人員： 11 人

　 　 活動日数： 延べ 41 日

　 　 活動内容： 各種ミ ュ ージアム事業への参加や協力のほか、 下記のと おり 活動を行った。

　 　 　 　 　 　 　 ①ボラ ンティ ア定例会

　 　 　 　 　 　 　 ４ 月 17 日（ ７ 人）、 ５ 月 15 日（ ６ 人）、 ６ 月 19 日（ ４ 人）、 ７ 月 10 日（ ６ 人）

　 　 　 　 　 　 　 ９ 月 18 日（ ６ 人）、 10 月 16 日（ ５ 人）、 11 月 20 日（ ７ 人）、 12 月 18 日（ ６ 人）

　 　 　 　 　 　 　 １ 月 15 日（ ８ 人）、 ２ 月 19 日（ ５ 人）、 ３ 月 19 日（ １ 人）

　 　 　 　 　 　 　 ②復元竪穴燻蒸作業

　 　 　 　 　 　 　 ４ 月 10 日（ ３ 人）・ 24 日（ ３ 人）、 ６ 月 12 日（ ２ 人）・ 26 日（ ２ 人）、

　 　 　 　 　 　 　 ７ 月 24 日（ ３ 人）、 ９ 月 25 日（ ３ 人）、 10 月９ 日（ ３ 人）・ 23 日（ ３ 人）、

　 　 　 　 　 　 　 11 月 13 日（ ２ 人）・ 27 日（ ２ 人）、 12 月 11 日（ ２ 人）、 １ 月８ 日（ ４ 人）、

　 　 　 　 　 　 　 ２ 月 12 日（ ３ 人）・ 26 日（ ２ 人）、 ３ 月 12 日（ ２ 人）

　 　 　 　 　 　 　 ③花壇整備

　 　 　 　 　 　 　 ４ 月 18 日（ ５ 人）・ 25 日（ ６ 人）、 ５ 月８ 日（ ６ 人）・ 12 日（ ３ 人）・ 14 日（ ４ 人）・

　 　 　 　 　 　 　 16 日（ ２ 人）・ 19 日（ ６ 人）、 ７ 月４ 日（ ５ 人）

　 　 　 　 　 　 　 ④ボラ ンティ ア養成講座

　 　 　 　 　 　 　 第１ 回： １ 月 15 日（ ８ 人）　 第２ 回： ２ 月 19 日（ ５ 人）

（ ５ ） 広報・ 情報発信

　 夏季企画展・ 冬季企画展のパンフ レ ッ ト のほか、 ミ ュ ージアムだよ り を年３ 回発行し 、 イ ベント ・

講座等の周知を行った。 ま た、 ミ ュ ージアム年報（ 令和２ 年度版） を刊行し た。

　 令和２ 年度よ り 開設し たミ ュ ージアム公式フェ イ ス ブッ ク ではイ ベント 情報やミ ュ ージアムの日常

など の情報発信を 継続的に行っ た 。 ミ ュ ージアム 出張展示では市内観光施設で観光客向けのＰ Ｒ を

行った。

●発行日： 令和３ 年４ 月１ 日（ 第 12 号）、 ８ 月１ 日（ 第 13 号）、 12 月１ 日（ 第 14 号）

●体　 裁： Ａ ４ 版カラ ー両面

●内　 容： ミ ュ ージアム主催のイ ベント 、 講座紹介、 ボラ ンティ ア活動紹介など

宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムだより
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●刊行日： 令和３ 年 12 月１ 日

●体　 裁： Ａ ４ 版モノ ク ロ 27 ページ

●設置場所： ①浄土ヶ 浜ビ ジタ ーセンタ ー　 ３ 階ラ ウ ンジ

　 　 　 　 　 　 ②たろう 潮里ス テーショ ン

●展示資料： ①墨書土器、 注口土器、 遮光器土偶（ レ プリ カ）、 巻貝形土器（ レ プリ カ）、 天目茶碗

　 　 　 　 　 　 ②玦状耳飾、 鹿角製釣針、 磨製石斧、 石皿・ 磨石

●そ の 他： 季節ごと に展示替え、 イ ベント 情報等掲示物の更新を行った。

ミ ュ ージアム年報（ 令和２ 年度版）

ミ ュ ージアム出張展示

縄
文
体
験
メ
ニ
ュ
ー
で
人
気
の
勾
玉
ペ
ン
ダ
ン

ト
作
り
。
室
内
で
も
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
様
と
の
間

で
一
定
の
距
離
を
保
て
る
よ
う
に
、
解
説
動
画

を
制
作
し
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
出
が
難
し
い
こ
の
時
期
で
も
お
家
の

中
で
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
と
、
北
海
道
博
物
館

さ
ん
（
札
幌
市
）
が
昨
年
度
企
画
し
た
お
う
ち

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
賛
同
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画

や
、
四
季
折
々
の
縄
文
の
森
公
園
の
風
景
な
ど
を

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
館
内
の
展
示
替
え
や
市
内
観
光
施

設
で
の
遺
物
出
張
展
示
な
ど
、
初
め
て
の
方
に

も
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
に
も
新
た
な
面
白
さ
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
日
々
工
夫
し
て
い
ま
す
。

受
付
で
は
、
氏
名
・

緊
急
連
絡
先
・
簡
単
な

健
康
状
態
を
ご
記
入
い

た
だ
く
利
用
者
受
付

票
も
運
用
中
。

縄
文
体
験
で
は
、
ア

ク
リ
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
（
屋
内
の
み
）

や
使
用
物
品
の
消
毒
も

都
度
行
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
や
お
散
歩
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
崎
山
貝

塚
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
♪

※

一
部
、
縄
文
体
験
を
制
限
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
ご
希
望
の

場
合
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
染
め
」
の
色
編

1/ 11
( 月祝)  

コロナ禍のミュージアム

どんな仕事をしているの？

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
が
続
く
中
、
お
客
様
に
安
心
し
て
ご

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
感
染
症
対
策
や
、

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
始
ま
っ
た
新
た
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
！

「
音
」
の
色
編

1/ 31
( 日)  

「 石」 の色編2 / 21
( 日)  

昨
年
度
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
「
お
し
え
て
！
学
芸
員
シ
リ
ー
ズ
」
。
シ
リ
ー
ズ
を

通
し
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
企
画
で
す
。
今

回
の
全
体
テ
ー
マ
は
古
の
『
色
』
。
「
染
め
」
「
音
」
「
石
」
の
色
、
全
３
回
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
！

宮古市崎山貝塚

縄文の森ミュージアムだより

第 12 号
2021年４ 月１ 日 発行

発行者： 宮古市崎山貝塚

縄文の森ミ ュ ージアム
(宮古市教育委員会事務局文化課)
☎ ０ １ ９ ３ -６ ５ -７ ５ ２ ６

おしえて！
学芸員シリーズ

私
た
ち
の
身
近
に
存
在
す
る

は
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
持
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。
遺
跡
か
ら
出
土
す

る
「
音
」
に
関
係
す
る
遺
物
か
ら
、

生
活
の
中
で
「
音
」
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
か
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

「
音
」
の
解
説
に
続
い
て
、
竹
を

使
っ
た
古
代
風
打
楽
器
製
作
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
体
験
を
通
し
て
、

音
階
を
作
る
難
し
さ
を
実
感
し
た
よ

う
で
す
。

「
染
め
」
の
色
編
は
、
染
め
た
時
の

「
色
」
の
つ
き
方
や
、
染
色
液
・
媒
染

液
の
原
理
、
媒
染
ご
と
の
色
の
違
い
と

い
っ
た
「
色
」
に
関
し
て
の
解
説
を
行

い
ま
し
た
。
実
際
に
色
の
変
化
を
見
て

も
ら
う
た
め
、
家
庭
で
も
集
め
や
す
い

玉
ね
ぎ
の
皮
を
使
い
、
ペ
ン
立
て
に
な

る
布
の
染
め
を
体
験
。
計
13
人
が
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

体
験
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
布
の

タ
ン
パ
ク
処
理
を

や
っ
て
み
た
い
」
、

「
色
が
つ
く
瞬
間

を
見
た
い
」
と
い

っ
た
意
見
が
多
く
、

「
染
め
」
に
対
す

る
興
味
関
心
が
強

い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

✧

３
回
目
と
な
る
「
石
」
の
色
編
で

は
、
石
を
砕
い
て
作
る
岩
絵
の
具
の

解
説
と
、
宮
古
産
の
岩
絵
の
具
を

っ
た
ア
ー
ト
ス
タ
ン
ド
を
作
る
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
日
本
画
家
を
特
別

講
師
に
招
き
、
リ
モ
ー
ト
中
継
を
繋

い
で
の
解
説
で
し
た
が
、
プ
ロ
の
仕

事
場
や
作
品
へ
の
想
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
自
己
評
価
は
少
し
低
め

で
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
た

く
さ
ん
出
来
ま
し
た
！

「
音
」

使

縄文人のつぶやき （ 編集後記）

ち ょ こ っ と 縄文話

次回の崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムだよ り は、 2021年８ 月発行予定です。

≪宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム利用案内≫
●開館時間 午前9時から午後5時（最終入館は午後４時30分）

●休館日 毎週月曜日（祝日の場合はその翌平日）・年末年始・毎月月末平日の館内整理日

●入館料 高校生以下無料 一般 200 （100）円 学生 150 （80）円

※（ ）内は10名以上の団体割引料金

〒０２７－００９７ 岩手県宮古市崎山第１地割１６番地１

☎ ０１９３－６５－７５２６ / ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

じょう もん ばなし

― イ ベ ン ト 情 報（ ４ - ７ 月） ー

市内観光施設にて

ｆ

開催日 イベント 名 開催日 イベント 名

４ / 17（ 土）

— ７ /４ （ 日）
スポッ ト 展示① 「 縄文のも ち も の」 ７ /４ （ 日） チョ ウセン アカ シジミ 観察会

５ /１ （ 土）

— ５ /５ （ 水祝）

ゴールデン ウイ ーク 企画
「 2021 じ ょ う も んワク ワク ・

ド キド キ体験！」

７ / 17 （ 土）

— ７ / 18 （ 日）
開館５ 周年記念スペシ ャ ルイ ベン ト

６ / 20（ 日）
みる みる 宮古！体験めぐ り ①
「 盛合家、 浄土ヶ 浜、 東屋方面」 （ 予定）

７ / 17（ 土）

—９ / 20（ 月祝）

第22回夏季企画展
「 復興発掘調査展～縄文・ 弥生時代～」

※都合によ り 、 ス ケジ ュ ールが変更になる 場合がご ざいます。 ご 了承を お願いいたし ます。

Facebook
QRコ ード

遮光器を作ってみよう！

冬の工作講座

12/ 27 ( 日)  

遮光器土偶の名前の由来になっ ている遮光器。 こ れはイ ヌ
イ ッ ト などの北極圏で暮ら す先住民が使用し ているスノ ー
ーグルのこ と です。 今回の工作講座では木の板を使い遮光器
作り に挑戦！

参加者は思い思いに、 出来上がっ た遮光器に飾り をつけた
り 、 色付けをし たり し 、 世界に一つだけの遮光器を製作し ま
し た！カ ラ フ ルな遮光器で雪景色も 変わっ て見えるかも ？

令和２ 年

ふれあい文化ボラ ンティ アでは、 1月と 2月にボラ ンティ ア
養成講座を行いまし た。 １ 月は貝塚についての講義と 弓矢体
験の練習、 ２ 月は縄文時代についての
講義と 革製キーホルダー作り の練習と
いっ た内容でし た。

また、 新規参加者の募集も 行っ てい
ますので、 興味のある方はミ ュ ージア
ム受付までお問い合わせく ださ い。

ふれあい文化ボランティア日記

市内の観光施設にて

出張展示中！

浄土ヶ 浜ビジタ ーセンタ ー、 道の駅た
ろ う 、 グリ ーンピア三陸みやこ において、
ミ ュ ージアムの出張展示を実施し ていま
す。 浄土ヶ 浜ビジタ ーセンタ ーでは、 宮
古市立第一中学校の生徒が職場体験で作
成し た展示パネルを５ 月中旬ごろ まで展
示し ています。 それぞれの施設の綺麗な
景色や、 田老地区の新名物・ 真崎焼き な
ど珍し い特産品も オススメ です！

３ / ２ ( 火)

～３ / 28 （ 日） 三陸宮古と沿岸のじょうもん土偶展

第３回スポット展示

埋蔵文化財展示会と し て、 今回は土偶の展示を行いまし た。
岩手県は土偶が一番多く 出土し ている県ですが、 宮古市内では
少なく と も 15の遺跡から 、 100点近く の土偶が出土し ています。

今回の展示では、 宮古市内だけではなく 、 岩手県沿岸部の遺
跡から 出土し た土偶の展示も 行いまし た。 作ら れた理由や利用
方法など、 謎の多い土偶ですが、 その謎も 魅力の１ つではない
でし ょ う か？

『 でっ かい!！縄文土器』

縄文土器の中には高さ が10㎝にも 満たない小さ なも
のも あれば、 高さ が90㎝以上にも なる 大型のも のが出
土する こ と も あり ます。 通常の高さ は20～30㎝程度
ですので、 その大き さ は際立っ ています。 宮古市で も
刈屋清水野遺跡から は高さ 70㎝以上、 直径35㎝以上
の大型土器が出土し ています。

ち なみに、 大型の土器は建物の床下から 出土する こ
と が多く 、 「 埋甕」 と 呼ばれています。 こ れら の土器
は骨を 入れたお墓に転用さ れたと 考えら れています。
自分の骨を 入れても ら う なら 、 やはり 窮屈な小さ な 土
器よ り 大き な土器？！

コ ロナ禍にあり 、 県をまたいだ移動
が制限さ れると 、 逆に遠く に出掛けた
く なるのが人情…。 車や電車のない時
代に逆行し たかのよう な感覚に陥り ま
すが、 アスフ ァ ルト や黒曜石、 ヒ スイ
などの広域にわたる出土例から 、 縄文
人は広範囲に移動し ていたこ と が知ら
れています。 現状をみると 縄文人の方
が羨まし い?!(長)

フ ェ イ スブッ ク に掲載し た
画像から 、 縄文の森公園の
写真をセレ ク ト ！

ゴ

浄土ヶ 浜ビ ジ タ ーセ ン タ ー た ろ う 潮里ス テ ーシ ョ ン
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❘
古
代
か
ら
近
現
代

❘

1.細長い竹を火で炙り、真っすぐに整える作業。２.竿先にひ
もを固定する作業。３.真剣な表情で釣りの解説に耳を傾ける
参加者。4.いよいよ釣り開始。全員でいざ海へ︕

1 2

3 4

第
2 3
回
冬
季
企
画
展

「
復
興
発
掘
調
査
展

古
代
か
ら
近
現
代

」

1 2

3

縄
文
を
釣
る

◆

釣

り

竿

編

◆

海

釣

り

編

崎
山
貝
塚
で
は
た
く
さ
ん
の
魚
の
骨
が
出
土
し
ま
す
。
小
さ
な
イ
ワ
シ
か
ら
大
き
な
マ
グ
ロ
ま
で

多
種
多
様
で
あ
り
、
縄
文
時
代
か
ら
三
陸
の
海
は
、
海
の
幸
が
豊
富
だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

そ
し
て
魚
の
骨
と
同
じ
よ
う
に
、
鹿
の
角
で
出
来
た
大
小
様
々
な
釣
り
針
も
出
土
し
ま
す
。
今
と

同
じ
よ
う
に
縄
文
人
も
釣
り
を
し
て
い
た
証
拠
で
す
。

な
ら
ば
︕
縄
文
人
と
同
じ
道
具
で
も
魚
は
釣
れ
る
は
ず
︕
魚
釣
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
講
座
、

「
み
ん
な
で
縄
文
の
暮
ら
し
体
験
シ
リ
ー
ズ
」
を
行
い
ま
し
た
。

前
回
ま
で
の
釣
り
イ
ベ

ン
ト
の
結
果
か
ら
、
針
を

さ
ら
に
小
さ
く
し
た
り
、

糸
も
現
代
の
釣
り
糸
を
使

う
な
ど
色
々
変
え
て
み
ま

し
た
。

次
回
こ
そ
、
参
加
者
全

員
が
釣
れ
る
よ
う
に
、
今

後
も
工
夫
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

９
月
26
日
、
崎
山
の
宿

漁
港
で
海
釣
り
を
開
催
し

ま
し
た
。

縄
文
時
代
の
漁
労
の
解

説
の
あ
と
は
、
い
よ
い
よ

釣
り
の
開
始
。

釣
り
の
仕
掛
け
は
と
て

も
シ
ン
プ
ル
。
竹
竿
に
糸

を
結
び
、
土
玉
の
お
も
り

と
鹿
の
角
で
出
来
た
釣
り

針
で
す
。
釣
り
餌
は
、
ア

オ
イ
ソ
メ
、
サ
バ
の
切
り

身
の
２
種
類
。
他
に
も
魚

を
集
め
る
た
め
に
、
オ
キ

ア
ミ
を
撒
き
ま
し
た
。

過
去
２
回
開
催
し
た
釣

り
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
残

念
な
が
ら
釣
果
は
ゼ
ロ
。

し
か
し
、
今
回
や
っ
と
鹿

の
角
の
釣
り
針
で
、
釣
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
︕
釣

れ
た
魚
は
、
サ
バ
と
小
さ

め
の
ド
ン
コ
、
さ
ら
に
な

ん
と
、
イ
ソ
ガ
ニ
が
釣
り

針
に
か
か
り
ま
し
た
。
実

は
今
回
釣
り
上
げ
た
の
は

ス
タ
ッ
フ
。
参
加
者
の
竿

に
も
当
た
り
は
き
た
も
の

の
、
も
う
一
息
の
と
こ
ろ

で
し
た
。

みんなで縄文の暮ら し 体験シリ ーズ

第 14 号
2021年12月１日 発行
発行者︓宮古市崎山貝塚

縄文の森ミュージアム
(宮古市教育委員会事務局文化課)
☎ ０１９３-６５-７５２６

1と２.Jomonハンティング
大会で、やり投げ＆弓矢体
験を楽しむ子どもたち。3.
滑石（かっせき）を、紙や
すりで削って形を整えるミ
ニミニペンダント作り。

11
月
３
日
の
文
化
の
日
に
合
わ
せ
、

文
化
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
２
回
目
と
な
る
今
年
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｎ
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
大
会
と
宮
古
市
所

蔵
絵
画
展
の
ほ
か
、
滑
石
（
か
っ
せ

き
）
と
い
う
柔
ら
か
い
石
を
削
る
ミ
ニ

ミ
ニ
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
を
新
た
に
追
加
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
穏
や
か
な
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
来
館
者
は
縄
文
体
験
や
絵

画
展
な
ど
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

芸
術
の
秋
︕
な
ら
ぬ
、
縄
文
の
秋
︕

を
お
も
い
っ
き
り
体
感
し
て
い
た
だ
い

た
一
日
で
し
た
。

Jomon
×

東北文化の日
×

アート VOL.2

12
月
４
日
か
ら
２
月
20
日
ま
で
、
冬
季
企
画
展
を
開

催
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
は
復
興
発
掘
調
査
と
呼
ば
れ
、

宮
古
市
教
育
委
員
会
で
は
計
24
箇
所
に
お
い
て
発
掘
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
復
興
発
掘
調
査
の
中
で
も
古
代

か
ら
近
現
代
の
遺
跡
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
市
内
で
初
め

て
出
土
し
た
青
銅
製
分
銅
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
展
示
し

な
が
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

震
災
後
、
「
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
」
と
も
言
わ
れ
た

地
域
の
歴
史
。
10
年
経
過

し
た
今
、
あ
ら
た
め
て
復

興
と
歴
史
を
見
つ
め
直
し
、

地
域
の
未
来
像
に
想
い
を

は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

９
月
12
日
、
釣
り
竿
を

作
る
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

体
験
当
日
は
県
独
自
の

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、

参
加
者
を
一
部
の
地
域
の

み
に
限
定
。
そ
の
た
め
、

参
加
者
は
３
名
と
少
な
め

で
し
た
が
、
そ
の
分
充
実

し
た
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
竿
部
分
と
な

る
細
い
竹
を
火
で
あ
ぶ
り

ま
っ
す
ぐ
に
す
る
、
竿
先

に
釣
糸
を
付
け
る
た
め
の

ひ
も
を
付
け
る
、
と
い
う

２
つ
の
工
程
で
す
。
竿
先

に
ひ
も
を
付
け
る
体
験
で

は
、
縄
文
時
代
に
も
使
わ

れ
て
い
た
と
さ
れ
る
カ
ラ

ム
シ
と
い
う
植
物
の
繊
維

を
よ
っ
て
、
縄
文
時
代
と

同
じ
方
法
で
ひ
も
を
作
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
も
を

固
定
す
る
際
に
は
、
松
や

に
を
使
い
、
完
全
に
自
然

物
だ
け
の
釣
り
竿
を
作
り

ま
し
た
。

次
回
は
『
海
釣
り
編
』
。

釣
果
や
い
か
に
︕

宮古市内で初めて
出土した青銅製分銅

宮古市崎山貝塚縄文の森

ミュージアムだより

★
★

★★ ★

★
★

昨
年
か
ら
「
北
海
道
・
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
の
話
題
が
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
県
内

で
は
、
一
戸
町
の
「
御
所
野
遺

跡
」
が
登
録
遺
跡
の
ひ
と
つ
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
御
所
野
遺
跡
で
す
が
、

最
近
は
崎
山
貝
塚
と
交
流
が
増

え
て
き
て
い
る
ん
で
す
！
と
、

言
っ
て
も
、
ま
だ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
同
士
の
つ
な
が
り
で
は
な
く
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
一
戸
町
の
小
学
生
を

通
し
た
つ
な
が
り
で
す
が

そ
ん
な
御
所
野
遺
跡
と
崎
山

貝
塚
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

①
小
学
生
を
通
し
た

つ
な
が
り

御
所
野
遺
跡
の
あ
る
一
戸
町

か
ら
は
、
昨
年
は
奥
中
山
小
学

校
、
２
年
続
け
て
一
戸
南
小
学

校
が
、
修
学
旅
行
の
目
的
地
の

ひ
と
つ
と
し
て
当
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

訪
れ
た
児
童
の
皆
さ
ん
は
、

御
所
野
遺
跡
の
世
界
文
化
遺
産

登
録
へ
向
け
た
ｐ
Ｒ
大
使
を
務

め
て
お
り
、
５
年
生
か
ら
御
所

野
遺
跡
に
つ
い
て
の
学
習
を
深

め
て
い
る
そ
う
で
す
。
御
所
野

遺
跡
と
崎
山
貝
塚
の
違
い
に
つ

い
て
熱
心
に
学
び
、
た
ま
に
学

芸
員
も
悩
む
よ
う
な
質
問
も
あ

り
ま
し
た
。

御
所
野
遺
跡
に
習
い
、
地
域

の
小
学
生
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

御所野遺跡と 崎山貝塚のつながり
②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
つ
な
が
り

崎
山
貝
塚
縄
文
の
森
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
か
ら
、
約

１
年
半
と
な
り
、
様
々
な
コ
ン

テ
ン
ツ
を
公
開
し
て
き
ま
し
た
。

開
設
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者

が
激
増
し
た
こ
と
に
よ
り
、
北

海
道
博
物
館
が
始
め
た

「
＃
お
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

に
参
加
し
、
お
う
ち
で
も
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
配
信
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
時
は
、
県
内
で
「
＃
お
う

ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
参
加
し

て
い
る
博
物
館
が
御
所
野
遺
跡

と
崎
山
貝
塚
だ
け
で
、
お
互
い

に
お
互
い
の
投
稿
を
シ
ェ
ア
す

る
な
ど
の
小
さ
な
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
と
て
も
小
さ

な
つ
な
が
り
で
す
が
、
崎
山
貝

塚
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
50

人

程
度
と
少
な
か
っ
た
た
め
、
御

所
野
遺
跡
の
シ
ェ
ア
で
よ
り
多

く
の
方
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
届
け

る
事
へ
つ
な
が
り
ま
し
た
。

現
在
で
も
、
一
戸
町
の
小
学

校
の
来
館
の
様
子
を
投
稿
し
た

際
に
は
、
「
い
い
ね
！
」

を
頂
い
て
い
ま
す
。

感
謝
し
て
お
り
ま
す
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
！

復
興
発
掘
調
査
展

～
縄
文
・
弥
生
時
代
～

第
22
回

夏
季
企
画
展

現
在
、
企
画
展
示
室
で
は
復
興

事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
を
行
っ
た

遺
跡
の
中
で
、
縄
文
・
弥
生
時
代

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
発
掘
調

査
成
果
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
市

教
育
委
員
会
で
行
っ
た
調
査
の
ほ

か
、
（
公
財
）
岩
手
県
文
化
振
興

事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
た
調
査
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
行
わ
れ
た
復
興
発
掘
調

査
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
９
／
20
（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
】

崎
山
貝
塚
縄
文
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
北
上
山
地

民
俗
資
料
館
、
そ
し
て
県
立
水
産
科
学
館
の
３
館
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
Ｐ
Ｒ
展
示
を
製
作
。

各
館
の
受
付
に
展
示
さ
れ
た
３
館
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
的
な
資
料
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
お
も
わ

ず
目
に
と
ま
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

海
あ
り
山
あ
り
の
多
様
な
宮
古
を
象
徴
す
る
よ
う

に
３
館
は
縄
文
あ
り
、

民
俗
あ
り
、
魚
あ
り

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
館

に
お
い
て
見
学
・
体

験
す
れ
ば
楽
し
み
も

３
倍
に…

。

岩
手
県
内
で
一
番

面
積
の
広
い
宮
古
市

だ
か
ら
こ
そ
、
ゆ
っ

た
り
と
時
間
を
か
け

て
巡
る
こ
と
で
、
歴

史
や
文
化
、
海
や
森

の
暮
ら
し
に
ど
っ
ぷ

り
と
浸
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ｐ
Ｒ
展
示
開
始

！

３
館
連
携
企
画

宮古市崎山貝塚縄文の森

ミュージアムだより
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縄文の森ミュージアム

(宮古市教育委員会事務局文化課)

☎ ０１９３-６５-７５２６

・
・
・

― イ ベン ト 情報（ 12- 3月） ー

10月9日から11月21日まで、「みやこフォトギャラリー 〜藤田
弘基とやんもうど〜」と題し、写真展を開催しました。タイトル
のやんも う どとは、木こり・炭焼き・マタギ・鉱山関係者など、
山の恩恵を受けて暮らしてきた山稼ぎの人々を指します。

展示では、宮古市にゆかりのある写真家 藤田弘基氏が撮影した
旧新里村の美しい自然と、そこに暮らす人々の表情を切り取った
作品集「やんもうどの杣道」、世界最高峰のエベレスト周辺の
山々や星空を撮影した作品集「ヒマラヤの24時間」から計12点を
セレクト。加えて、作品からイメージできる山仕事の道具を北上
山地民俗資料館からお借りし、背負いかごや鉞（まさかり）など
が並びました。ミニコーナーでは、学芸員が撮影し、当館のFace
bookに投稿した崎山貝塚や宮古市指定文化財（一部）の写真も紹

介。展示期間中は、藤田氏本人と交流の
あった方や、作品を目当てに市内外から来
館された方も多く、藤田氏の作品を所蔵し
今回の展示にもご協力いただいた新里生涯
学習センター（玄翁館）へ足を運んだ方も
いたようです。

開催日 イベント名 開催日 イベント名

12/4（土）
-2/20（日）

第23回冬季企画展
「復興発掘調査展〜古代・中世〜」 2/13（日） おしえて︕学芸員シリーズ② 展示編

12/19（日） 冬の工作講座
「縄文風のミニ凧を作ろう︕」 3/6（日） 宮古市遺跡調査報告会

1/23（日） おしえて︕学芸員シリーズ① 拓本編 3/5（土）
-3/25（日） スポット展示③ 「遺跡調査速報展」

※ 都合により、予定が変更となる場合がございます。

スポッ ト 展示② 「 みやこ フ ォ ト ギャ ラ リ ー」

夏休み企画「 津波と 縄文」

8月7日から開催した夏休み企画です
が、途中から県独自の緊急事態宣言を受
け、臨時休館となりました。

津波に関連する展示物を探す体験や、
縄文遺跡と津波浸水域の分布、宮古商工
高校の津波模型の展示など、津波と縄文
に関する展示や体験が目白押しでした。

休館中のため来館できなかった方も、
Facebookの動画で
見ることができます
ので、チェックして
みてください。

＜動画タイトル＞
▶ミニ展示オンライン

展示ツアー
▶津波模型を使った

水流実験の動画を紹介 過去の貴重なモノクロ
写真や模型を使った展示

ふれあい文化ボラ ン テ ィ ア日記

昨年から地道に進めていた、公園散策
マップの第2弾 貝塚・ 竪穴住居編がついに
完成しました︕

9月中旬から、ミュージアムのエントラ
ンスやギャラリーで配布しています。

そして、公園散策マップを作成するまで
のボランティアの話し合いや、ボランティ
アの活動で行ってきた復元竪穴住居の燻蒸
の様子を紹介した動画などを展示中です。

ボランティアの
展示コーナーも、
ぜひご覧ください︕

1.ふれあい文化ボランティア
向けの展示解説会。２.新里地
区の人々の写真と、どこか懐
かしさも感じる山仕事の道具。

展示のバランス見ながら
作業するメンバー

ミ ュ ージアム職場体験学習

11月10日、宮古市立第二中学校の２年生
５名が職場体験にきてくださいました。

今回は、縄文体験で使用する道具の準備
を行った後に、生徒が考案したオリジナリ
ティあふれるイラストを使った展示室内の
デコレーション。来館者に楽しんでもらう
ために、一生懸命取り組んでいました。

「博物館でどのような仕事を行っている
のか」を理解してもらえる良い機会になっ

たのではないで
しょうか。生徒
の皆さん、お疲

れ 疲れ様でした︕

みる みる 宮古！体験めぐ り

10月24日、「みるみる宮古︕体験めぐり」
の第2回目を開催しました。

今回は川井地区にある北上山地民俗資料館

を訪れました。
ちょうど開催中の企

画展「カイコを育てた
道具」を見学し、懐か
しい道具の数々に、参
加者は昔話に花が咲い
ていました。

さらに、はぎれ布を
入れ込んで作るすご編
みコースターに挑戦︕
手先を動かしつつ、お
しゃべりしながらの、
楽しいひと時となりま
した。

次回の崎山貝塚縄文の森ミュージアムだよりは、2022年３ 月発行予定です。

≪宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム利用案内≫
●開館時間 午前9時から午後5時（最終入館は午後４時30分）

●休館日 毎週月曜日（祝日の場合はその翌平日）・年末年始・毎月月末平日の館内整理日

●入館料 高校生以下無料 一般 200 （100）円 学生 150 （80）円

※（ ）内は10名以上の団体割引料金

〒０２７－００９７ 岩手県宮古市崎山第１地割１６番地１

☎ ０１９３－６５－７５２６ / ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

ｆ
Facebook
QRコード

縄文人のつぶやき （ 編集後記）

じょう もん ばなし

市内観光施設にて

崎山貝塚

解説シート 完成！
開館以来のミュージアム解説シートに

新たな仲間が加わりました。その名も
「まんが解説シート」。ちょっと難しい
イメージの縄文時代をまんがで解説する
ことで、親しみやすく、そして分かりや
すくなりました。来館の際には、ぜひ気
軽に手にとって見てください。

『 石鏃（ 矢じ り ） 』

石鏃（矢じり）は、狩りの道具である弓矢の「矢」
の先端に付ける、石でできた道具のことです。畑など
に落ちているのを拾った経験がある人もいるのではな
いでしょうか。雨のあとによく見付けることができる
ため、江戸時代の石器天工説のように雨や雷で石器が
生じると考えられていた時期もあります。

現在では先人たちの人工物であると分かっており、
考古学お得意の分類により細かく分けられています。
「凹基無茎」「平基有茎」「五角形鏃」などなど。さ
らに弥生時代ですが、「アメリカ式石鏃」なんてのも
あります。

コロナ禍により「飲みニケーション」
は不要と考えている人が増えているらし
い。時代をさかのぼってみると、古代エ
ジプトではすでにビールやワインが飲ま
れ、縄文時代にも果実酒があったとされ
ています。人が大勢集まるお祭りや儀式
の場には欠かせなかったと考えられるお
酒。宅飲みが増えた今、時代の大変革!?
が起きているのかもしれません。(長)

可愛らしいイラストを描いて、
デコレーション作業をする生徒

1. 養蚕の道具を見学。2.
ひと目ずつ丁寧にすご編
み作りを進める参加者。

ち ょ こ っ と 縄文話

1

２

1

２

次回の崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアムだより は、 2021年12月発行予定です。

≪宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム利用案内≫
●開館時間 午前9時から午後5時（最終入館は午後４時30分）

●休館日 毎週月曜日（祝日の場合はその翌平日）・年末年始・毎月月末平日の館内整理日

●入館料 高校生以下無料 一般 200 （100）円 学生 150 （80）円

※（ ）内は10名以上の団体割引料金

〒０２７－００９７ 岩手県宮古市崎山第１地割１６番地１

☎ ０１９３－６５－７５２６ / ＦＡＸ ０１９３－６５－７５０８

― イ ベ ン ト 情 報（ 8-11月） ー

ｆ
Facebook
QRコ ード

縄文のも ちも の

スポッ ト 展示①

今年1回目のスポッ ト 展示のタ イ ト ルは「 縄文
のも ちも の」 ！縄文人の使っ ていた持ち物にト
ピッ ク を当てて、 生活用品と 装飾品に分けて展
示を行いまし た。

目玉の展示品は、 壊れず
に見つかる事が珍し い「 玦
状（ けつじ ょ う ） 耳飾り 」
と 、 縄文人の持ち物が一目
でわかる「 顔出し パネル」
の2本立てでし た！

ふれあい
文化ボラ ンティ ア日記

４ / 17 ( 土)

－７ / ４ （ 日）

開催日 イベント名 開催日 イベント名

8/ 7（ 土）
-8/ 22（ 日）

夏休み企画「 津波と 縄文」 10/ 9（ 土）
-11/ 22（ 月・ 祝）

スポッ ト 展示②
「 みやこ フ ォ ト ギャ ラ リ ー」

8/ 28（ 土）
みんなで縄文の暮ら し 体験シリ ーズ

① 鹿の角を使っ た釣り 針作り 編
10/ 17（ 日） みるみる宮古！体験めぐ り ②

9/ 12（ 日）
みんなで縄文の暮ら し 体験シリ ーズ

② 細竹を使っ た釣り 竿作り 編
11/ 3（ 日）

第22回 崎山貝塚縄文まつり
➡今年度は中止（ 代替イ ベン ト 検討中）

9/ 26（ 日）
みんなで縄文の暮ら し 体験シリ ーズ

③ 自作の道具で海釣り 体験編
※ 都合によ り 、 予定が変更と なる 場合がございま す。

ふれあい文化ボラ ンティ アで
は、 昨年度から 企画を温めてき
た「 公園散策マッ プ」 の第2弾
と なる【 竪穴・ 貝塚編】 の作成
を６ 月から 行いまし た。

散策マッ プに必要な写真を
選んで、 その写真に合う 文章を
みんなで考えてき まし た。
8月中旬には来館さ れた方の

手に取っ ていただけるよう に、
印刷会社へ印刷をお願いし てい
ると こ ろ です。

是非、
お楽し みに！

縄文人のつぶやき （ 編集後記）

ち ょ こ っ と 縄文話
じょう もん ばなし 市内観光施設にて城好きにはたまらない︖︕

千徳城動画
作っ ち ゃ いまし た！

歴史に造詣の深い落語家の春風亭昇太さ
んが３ 月に千徳城を 訪れまし た。 ブロ グで
発信し たこ と が契機と な り 、 文化課で は千
徳城への散策路の草刈り や案内板の設置を
行いま し た。 さ ら に、 城の中心である 「 主
郭」 ま での道のり を なんと 動画に！ま さ に
城攻めを する 古(いにし え )の兵(つわも の）
ど も の気持ち にな る かも ？！

『 きのこ 形土製品』

縄文遺跡から は、 稀に動物や貝類などを 模し た土製
品が出土する こ と があり ます。 動物ではイ ノ シシが多
いと さ れていますが、 それ以外で は「 き のこ 」 が比較
的多く みら れます。 植物図鑑のよ う にき のこ を 見分け
る ためと いう 説も ある ほど粘土で 精巧に作ら れたき の
こ も あれば、 デフ ォ ルメ さ れたき のこ など、 様々な形
がみら れます。

花や木などの土製品はみら れな いため、 やはり 「 き
のこ 」 だけを 作っ た理由は必ずある はず。 儀式・ お祭
り 用と 言われていま すが、 果たし て・ ・ ・ 。

４ 年に一度の祭典「 オリ ン ピ ッ ク 」 が
東京で 開催さ れま し た。 開会式で最も 印
象的だっ たピ ク ト グラ ムを みる と 実に
様々な 種目がある と 感じ まし た。 実は、
青森県にある 三内丸山遺跡では「 オリ ン
ピ ッ ク 」 な ら ぬ「 ジョ モリ ン ピ ッ ク 」 が
行われていまし た。 「 やり 投げ名人」 や
「 土器どき 水運び！」 などの4種目で 競
います。 こ ち ら も 楽し そう ！(長)

修学旅行の
受け入れ

新型コ ロナウイ ルスが猛威を
振るう 中、 令和3年度の修学旅
行は「 岩手県内」 と いう 学校が
増えてき まし た。

おかげ様で当ミ ュ ージアムも
修学旅行の小・ 中学生の賑やか
な声が響いていまし た。 特に沿
岸特有の貝塚から 出土し た資料
に興味深々。 子供達の思い出の

１ コ マに崎山貝塚
が刻まれるこ と を
願っ ています。

開館記念
スペシャ ルイ ベント

７ / 17 ( 土)

・ 18 （ 日）

7/ 16（ 金） で開館５ 周年を迎えた当ミ ュ ー
ジアム、 日頃の感謝の気持ちをこ めて今年も
特別なイ ベント を開催し まし た。

館内に散り ばめたキーワード を見つけて並
び替え、 ひと つの言葉を完成さ せる「 縄文
キーワード ハンタ ー」 では、 なんと ！参加者
全員が正解！大人も 子
供も 景品を手に嬉し そ
う な様子。 屋外で行っ
た弓矢と 石斧の使用体
験では、 汗をかき なが
ら も 、 親子連れの楽し
そう な声が聞こ えてき
まし た。

2021 じ ょ う も ん
ワク ワク ド キド キ体験！

ゴールデン ウィ ーク 企画５ / １ ( 土)

－５ / ５ （ 水・ 祝）

今年も 恒例のゴ ールデン ウィ ーク 企画を 開
催！本企画で は初の縄文ヤリ 投げ体験に 、
プ ールを 使っ た丸木舟縄文フ ィ ッ シン グ・ 海、
館内の展示物を 探すイ ベン ト を 行いまし た。
今年も ゴールデン ウイ ーク で “じ ょ う も ん”を
満喫でき たかな？

７ / ４ （ 日） チョ ウセンアカ シジミ
観察会

チョ ウセンアカ シジミ と は、 宮古市指定天
然記念物で、 日本では岩手・ 山形・ 新潟の一
部にし か生息し ていない貴重なチョ ウです。

その観察会を、 生息地のひと つである田代
川に面し た旧亀岳小学校で行いまし た。

今年は成虫の数が少ないと いう こ と で、 飛
ぶ姿は確認でき ませ
んでし たが、 木の葉
に止まっ ているチョ
ウの姿を確認するこ
と ができ まし た。 ま
た、 木の枝に新し く
産み付けら れた卵も
見つけるこ と ができ
まし た。
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（ １ ） 日記抄

４ .  管理運営

日　 　 時 曜日 事　 　 　 　 　 　 　 　 項

令和3年4月13日 火 見学： 津志田陶芸ク ラ ブ (6 )

4月14日 水 見学・ 解説： 宮古児童相談所 (3)

4月17日 土
ス ポッ ト 展①「 縄文のも ちも の」 開始
ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

4月20日 火 見学： 遠野市立博物館（ 3）

4月23日 金 見学： N HK (4 )

4月25日 日 取材： N HK

5月1日 土 GW 企画「 2021 じ ょ う も んワ ク ワ ク ・ ド キド キ体験！」 開始

5月4日 火 見学： 宮古市長

5月5日 水 GW 企画「 2021 じ ょ う も んワ ク ワ ク ・ ド キド キ体験！」 終了

5月12日 水 見学・ 解説： 宮古児童相談所 (4)

5月15日 土 ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

5月26日 水 見学： 宮古市立新里中学校 (8)

6月2日 水 見学・ 解説： 盛岡市立手代森小学校 (52 )

6月3日 木 見学・ 解説・ ペンダント ・ 弓矢： 花巻市立石鳥谷小学校 (52 )

6月4日 金 見学・ 解説： 一関市立南小学校 (75 )

6月9日 水 見学・ 解説： 一関市立東山小学校 (52 )

6月11日 金 見学・ 解説： 花巻市立八幡小学校 (19 )

6月15日 火 見学・ 解説・ 弓矢・ キーホルダー： 宮古市立鍬ケ崎小学校 (54 )

6月18日 金 見学・ 解説： 花巻市立新堀小学校 (17 )

6月19日 土
「 みる みる 宮古！体験めぐ り ①」 (4 )
ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

6月20日 日 出前講座： ペンダント ・ キーホルダー： 宮古市立津軽石中学校 (26 )

6月23日 水
見学： 遠野市立博物館 (4)
見学： 宮古地域振興センタ ー (1 )
取材： IBC(4 )

6月24日 木
見学： 住田町教育委員会 (2 )
見学・ 解説： 一戸町立一戸南小学校 (19 )

7月1日 木
見学・ 解説： 宮古市埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会（ 18）
見学： 一関市教育委員会 (3 )

7月2日 金 見学・ 解説： 北上市立東陵中学校 (34 )　 見学・ 解説・ 弓矢： 宮古市立豊間根小学校 (25 )

7月4日 日
チョ ウ センアカシジミ 観察会
ス ポッ ト 展①「 縄文のも ちも の」 終了
見学： 宮古市文化財保護審議会委員 (1)

7月6日 火 見学・ 解説： 宮古市埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (8)

7月7日 水
見学・ 解説： 軽米町立軽米中学校 (70 )
出前講座・ 土器づく り ： 宮古市立津軽石小学校 (22 )

7月8日 木
見学・ 解説・ キーホルダー： 宮古市立山口小学校 (32 )
見学・ 解説： 盛岡市立見前中学校 (215 )

7月10日 土 ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

7月17日 土

「 開館記念ス ペシャ ルイ ベント 」
第 22 回夏季企画展「 復興発掘調査展～縄文・ 弥生時代～」 開始
取材： みやこ わが町 (1 )
見学： 宮古市長ほか (2 )

7月18日 日 「 開館記念ス ペシャ ルイ ベント 」

7月21日 水 見学： 山田町教育委員会 (2 )

7月25日 日 見学・ 解説・ ペンダント ・ 弓矢： 宮町ひばり 子供会 (29 )

7月28日 水 見学・ 解説： いわてマリ ンキッ ズ (29 )

7月29日 木 消防訓練

7月31日 土 埋蔵文化財センタ ー一般公開・ 入館無料

8月1日 日 埋蔵文化財センタ ー一般公開・ 入館無料

8月5日 木 見学・ 解説： 宮古市教育研究協議会 (6)

8月6日 金 見学： 日本教育会岩手県支部 (4)

8月7日 土
夏休み企画「 津波と 縄文」 8/7 ～ 8/22
入館無料デイ ズ　 8/7 ～ 8/22

8月13日 金 岩手緊急事態宣言に伴い臨時休館　 (8/13 ～ 8/31 )

9月1日 水 宮古・ 下閉伊地域限定　 再開

9月2日 木 見学・ 解説： 久慈市立大川目小学校 (22 )

9月3日 金 見学・ 解説： 久慈市立長内小学校 (45 )

9月12日 日 「 みんなで縄文の暮ら し 体験　 釣り 竿編」 (3 )

9月17日 金 入館制限解除（ 午後）

9月18日 土 ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

9月22日 水
見学・ 解説： 宮古市埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会（ 10）
見学・ 解説・ ペンダント ・ 弓矢： 宮古市津軽石小学校 (21 )

9 月 23 日 木 見学： 岩手県埋蔵文化財センタ ー (2 )

9月24日 金 見学・ 解説： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験作業員展示解説会 (3 )

9月25日 土 見学： 岩手県埋蔵文化財センタ ー (3 )
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9月26日 日

「 みんなで縄文の暮ら し 体験　 海釣り 編」 (15 )
第 22 回夏季企画展「 復興発掘調査展～縄文・ 弥生時代～」 終了
取材： 宮古民友 (1 )　
見学： 岩手県埋蔵文化財センタ ー (3 )

9月28日 火
見学・ 解説： 宮古市立重茂中学校 (17 )　
宮古市立第一中学校職場体験 (2)

10月1日 金 見学・ 解説： 盛岡市立東松園小学校 (39 )

10月7日 木
見学： 岩手県立博物館 (1)
見学： 山田町教育委員会 (6)

10月9日 土
ス ポッ ト 展②「 みやこ フ ォ ト ギャ ラ リ ー～藤田弘基と やんも う ど ～」 開始
取材： 岩手日報 (1 )

10月13日 水 見学・ 解説： 埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (6)　

10月16日 土 ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

10月19日 火 見学： 宮古地区広域行政組合事務局 (3)

10月20日 水 見学・ 解説： 門馬地域自治振興協議会 (9)

10月24日 日 「 みる みる 宮古！体験めぐ り ②」 (4 )

10月26日 火 宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム運営協議会

10月28日 木
見学・ 解説： 埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (15 )
見学： 宮古市教育委員会教育部長 (1)

11月3日 水 J om on ×東北文化の日×アート vol.2　 入館無料

11月5日 金 見学・ 解説： 宮古市立崎山小学校 (26 )

11月9日 火 見学・ 解説・ キーホルダー： 二戸市立福岡中学校 (37 )

11月10日 水 宮古市立第二中学校職場体験 (5)

11月11日 木 見学・ 解説・ 弓矢： 高教研料理部会宮古支部 (13 )

11月12日 金
見学・ 解説： 花巻市立桜台小学校 (114 )
見学・ 解説： 盛岡市立太田小学校 (26 )

11月17日 水 出前講座・ 土偶づく り ： 宮古市崎山小学校 (23 )

11月18日 木 見学・ 解説： 盛岡市立飯岡小学校 (53 )

11月19日 金 見学・ 解説・ ペンダント ： 盛岡市立緑が丘小学校 (48 )

11月20日 土 ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

11月21日 日 ス ポッ ト 展②「 みやこ フ ォ ト ギャ ラ リ ー～藤田弘基と やんも う ど ～」 終了

11月24日 水 見学・ 解説： 宮古市立崎山小学校 (21 )

11月26日 金 見学・ 解説・ キーホルダー： 宮古市立磯鶏小学校 (42 )

12月1日 水 見学・ 解説・ ミ ニペンダント ： 盛岡みたけ支援学校 (9)

12月4日 土
見学： 宮古市長ほか (2 )
見学・ 解説： 弘前大学日本考古学ゼミ ナール (10 )
第 23 回企画展「 復興発掘調査展－古代から 近現代－」 開始

12月9日 木 見学・ 解説・ ペンダント ・ 弓矢・ キーホルダー： 洋野町立中野小学校 (18 )

12月12日 日 見学・ 解説： 新日本観光バス (30 )

12月14日 火 見学： 全国神楽協議会 (6)

12月17日 金 取材： N HK (1 )

12月18日 土 ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

12月19日 日
冬の工作講座「 縄文風のミ ニ凧を 作ろう ！」 (14 )
取材： 宮古民友 (1 )
見学・ 解説： 新日本観光バス (29 )

12月23日 木 見学・ 解説： 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム体験作業員展示解説会 (5 )

12月26日 日 見学・ 解説・ キーホルダー： 青空緑山子供会 (24 )

1月5日 水
取材： 岩手日報 (1 )
見学・ 解説： 埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (15 )

1月10日 月 見学： 山田町教育委員会 (2)

1月12日 水 見学・ 解説： 埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (2)

1月15日 土 ボラ ンティ ア養成公開講座 (18 )

1月16日 日 津波警報によ り 臨時休館　 (9： 00 ～ 11： 30 )

1月22日 土
公開講座「 みやこ の宝を 発見」 (27 )
取材： 岩手日報 (1 )
取材： みやこ わが町 (1 )

1月23日 日 「 おし えて！学芸員シリ ーズ　 拓本編」 (8 )

1月26日 水 見学・ 解説： 宮古児童相談所 (3)

1月27日 木 見学・ 解説・ 弓矢： 崎山保育所 (13 )

2月13日 日
「 おし えて！学芸員シリ ーズ　 展示編」 (3 )
取材： 岩手日報 (1 )

2月15日 火 取材： 岩手日々新聞 (1)

2 月 19 日 土
ボラ ンティ ア養成公開講座 (17 )
取材： 岩手日報 (1 )

2 月 20 日 日 取材： 宮古民友 (1 )　 第 23 回企画展「 復興発掘調査展－古代から 近現代－」 終了

3 月 5 日 土 埋蔵文化財センタ ー企画展「 注口土器から 見える 縄文の美と 祈り 展」 開始

3 月 6 日 日 埋蔵文化財センタ ー講演会「 注口土器の多様な使われ方」 (11 )

3 月 12 日 土 3 館連携見ゅ ～じ あむパス ＆ス タ ンプラ リ ー開始

3 月 15 日 火 見学・ 解説： 埋蔵文化財センタ ー作業員展示解説会 (5)

3 月 19 日 土 ふれあい文化ボラ ンティ ア定例会

3 月 27 日 日 埋蔵文化財センタ ー企画展「 注口土器から 見える 縄文の美と 祈り 展」 終了

3 月 30 日 水 3 館連携見ゅ ～じ あむパス ＆ス タ ンプラ リ ー終了

日　 　 時 曜日 事　 　 　 　 　 　 　 　 項
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（ ２ ） 入館者利用状況

◆ 令和３ 年度  入館者数

◆ 年度ご と   入館者数

（ ３ ） 縄文体験利用状況

◆ 令和３ 年度  縄文体験者数

高校生以下 学　 生 一　 般 団体客
その他

（ 入館無料日等）
各月合計

4 月 34 4 121 9 0 1 68

5 月 111 3 299 1 2 0 4 25

6 月 40 0 195 340 0 5 75

7 月 92 5 323 434 46 9 00

8 月 32 2 57 6 2 66 3 63

9 月 23 0 116 105 0 2 44

10 月 26 0 210 4 8 0 2 84

11 月 26 0 117 383 83 6 09

12 月 25 2 149 120 0 2 96

1 月 25 1 176 1 6 0 2 18

2 月 22 1 112 0 0 1 35

3 月 71 3 167 0 0 2 41

合　 　 計
527 21 2 ,0 42

1 ,4 7 3 3 95 4 ,4 58
2 ,5 9 0

高校生以下 学　 生 一　 般 団体客
その他

（ 入館無料日等）
合計

H2 8 770 41 1 ,9 6 7 2 ,0 54 2 ,5 10 7 ,3 42

H2 9 807 28 2 ,3 7 2 2 ,1 19 1 ,3 47 6 ,6 73

H3 0 523 16 2 ,0 6 7 1 ,6 91 1 ,4 63 5 ,7 60

R 元 569 43 2 ,0 3 0 1 ,3 79 1 ,6 32 5 ,6 53

R ２ 279 39 1 ,4 3 4 8 96 84 2 3 ,4 90

R ３ 527 21 2 ,0 4 2 1 ,4 73 39 5 4 ,4 58

合　 計 3,475 188 11 ,9 12 9 ,6 12 8 ,1 89 33 ,3 7 6

土器 ク ッ キー ペンダント 土偶 火おこ し 弓矢 石斧 フィッシング ミ ニ土器 革 各月合計

4 月 0 0 7 0 0 4 0 0 0 0 11

5 月 0 0 35 0 0 7 0 0 0 1 43

6 月 0 0 78 0 0 112 0 0 0 89 2 79

7 月 44 0 29 0 0 52 0 0 0 33 1 58

8 月 0 0 79 0 0 9 0 0 0 13 1 01

9 月 0 0 17 0 0 10 0 0 0 38 65

10 月 0 0 2 0 0 2 0 0 0 3 7

11 月 0 0 53 23 0 17 0 0 0 76 1 69

12 月 0 0 13 0 0 9 0 0 0 22 44

1 月 0 0 3 0 0 11 0 0 0 2 16

2 月 0 0 4 0 0 2 0 0 0 0 6
縄文体験 縄文ま つり

3 月 0 0 4 0 0 5 0 0 0 3 12

小計 44 0 324 23 0 240 0 0 0 2 80 9 11 911 中止

令和３ 年度 合計 911
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宮古市崎山貝塚縄文の森ミュージアム 作って、遊んで、縄文の達人︕

■団 体 (10名以上)︓体験メニューは、1ヶ月前までの予約が必要。
■個 人 (10人未満)︓当日受付可能。
※お申込みは、窓口での直接予約・電話・FAXのいずれかでお願いします。また、各メニューの所要時間等により、

当日の受付時間が異なりますので、お申込みの際にご確認ください。
※混雑を避けるため、入場制限をさせていただく場合がございます。また、団体の予約状況等により、個人の体験が

できない場合があります。予めご了承ください。
※縄文体験のみをご希望の場合、入館料は不要です。

縄 文 体 験
じょう もん たい けん

勾玉ペンダント作り
まが たま づく

(所要時間 : 約1時間30分)

弓矢の使用体験
ゆみ や し よう たい けん

展示解説・公園ガイド
てん じ かいせつ こう えん

料金︓400円

■受付時間 9:00〜11:00、
13:00〜15:30

■作り方の解説動画を見ながら、
紙やすりを使用し、滑石（かっせき）という柔らかい
石を削って勾玉の形にします。

■同時に体験可能なのは２組まで。(キーホルダー含み）

■当日のお持ち帰り可能。

料金︓100円

■受付時間 9:00〜11:00、
13:00〜16:00
（冬季は15:00まで）

■木製の弓と竹製の矢を使い、動物が描かれた的に
向かって実際に矢を射る屋外体験です。

悪天候の場合は不可

料金︓無料

■受付時間 9:00〜11:00、
13:00〜16:00

■学芸員による展示案内、
プロジェクションマッピング等の上映解説です。

■案内時間は要相談。(目安は20分から)

体 験 時 間

当面のあいだ、「勾玉ペンダント作り」「縄文キーホルダー作り」
「弓矢の使用体験」のみの受付とさせていただきます。
※感染症対策を行ったうえで、実施可能な体験のみの受付となっております。

（時季により、屋外体験の受付時間が異なります）9:00〜12:00、13:00〜17:00

(所要時間 : 30分〜１時間)

（別途入館料が必要）

体験前の前に、
縄文キーホルダー作り
じょうもん づく

料金︓100円

■受付時間 9:00〜11:00、
13:00〜16:00

■石器を使って好きな形に
キーホルダーを切ります。
革には縄文風の刻印も︕

■同時に体験可能なのは２組まで。(勾玉含み）

■当日のお持ち帰り可能。

(所要時間 : 30分〜１時間)
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（ ４ ） 崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム運営協議会

　 ●期日： 令和３ 年 10 月 26 日（ 火）

　 ●会場： 崎山公民館多目的ホール

　 ●委員： 熊谷常正会長、 花輪直之委員、 松田和夫委員、 藤井寛委員、 佐々木信一委員

　 　 　 　 　 佐々木哲副会長（ 欠席）、本正千夏委員（ 欠席）、畠山悟委員（ 欠席）、菊池学委員（ 欠席）、

　 　 　 　 　 山根真生子委員（ 欠席）

　 ●議事： 報告第１ 号　 前回会議の経過報告

　 　 　 　 　 報告第２ 号　 令和３ 年度宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム事業実施計画及び実施状況

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 について

（ ５ ） 資料利用状況（ 資料掲載・ 閲覧）

（ ６ ） 縄文の森公園利用状況

日　 付 申請者 場　 所 目　 　 的 内　 容

令和3年5月28日
宮古市教育委員会事務局

学校教育課

崎山貝塚縄文の森

公園内
教職員定期健康診断のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和3年7月15日 宮古保健センタ ー
崎山貝塚縄文の森

公園内

乳がん・ 大腸がん検診実施のための検診車

の駐車
駐車場の利用

令和3年7月24日 宮古保健センタ ー
崎山貝塚縄文の森

公園内

胃がん・ 肺がん・ 大腸がん検診実施のための

検診車の駐車
駐車場の利用

令和3年9月6日 宮古保健センタ ー
崎山貝塚縄文の森

公園内
結核検診実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

令和3年10月14日・ 15日 宮古保健センタ ー
崎山貝塚縄文の森

公園内
特定健康診査実施のための検診車の駐車 駐車場の利用

申請日付 申請者 資料名及び数量 目　 　 的 使用方法

令和3年5月14日 遠野市立博物館 土偶・ 土器： 5点 特別展「 遠野物語と 遠野の縄文文化」に展示 展示

令和3年11月10日 宮古市教育研究所 ラ イ フ ジャ ケッ ト ： 8点
宮古市教育研究所「 サーモン教室」釣り 体験活
動での使用

その他
（ 体験活動使用）

令和3年11月11日
山田町教育委員会
生涯学習課

縄文服： 3点 「 町民芸術祭」での体験講座での着用 展示、写真撮影
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（ ７ ） 縄文の森公園及び施設の管理維持

●縄文の森公園の環境整備

　 ・ 樹木の危険枝等の伐採と 園路の整備

　 ・ 復元竪穴住居周辺及び中央広場周辺の草刈り

●縄文の森公園のナラ 枯れ木伐採

　 ・  令和４ 年２ 月８ 日（ 金）　 史跡公園内でナラ 枯れ２ 本を確認（ 令和３ 年９ 月３ 日）。 市農林課と 協

議を行い、 う ち１ 本の伐採を行った。 残り １ 本は令和４ 年度に伐採する こ と と し た。

●崎山貝塚復旧工事（ 令和元年台風 19 号）

　 入札不調のため令和３ 年度に予算を繰越し 、 災害復旧工事を実施し た。

　 施工業者： 沢与建設株式会社

　 工事期間： 令和３ 年３ 月 17 日～７ 月７ 日（ 113 日間）

　 工事内容： 土工一式　 法面工（ かご枠工） 17.5㎡　 仮設工（ 敷鉄板） 774㎡

●施設の保守点検管理維持

　 　 ・ ミ ュ ージアム展示設備保守点検業務委託

　 　 ・ エレ ベータ ー保守点検業務委託

　 　 ・ 消防設備保守点検業務委託

　 　 ・ 空調設備保守点検等業務委託

　 　 ・ 定期清掃業務委託

　 　 ・ 自家用電気工作物保守点検管理業務委託

　 　 ・ 浄化槽維持管理業務委託

　 　 ・ 自動ド ア保守点検業務委託

　 　 ・ 非常用発電設備保守点検業務委託

　 　 ・ 消防訓練の実施（ 年２ 回、 令和３ 年７ 月 29 日（ 木）、 令和４ 年２ 月４ 日（ 金））

法面復旧状況 かご 枠設置状況
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宮古市北上山地民俗資料館

５ .  組織及び 職員構成

（ １ ） 組織

（ ２ ） 職員構成

宮
古
市
教
育
委
員
会

文
　
化

　
課

文化係（ 併宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム）

学芸係（ 併宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム）

市史編さ ん室

宮古市埋蔵文化財センタ ー

宮古市崎山貝塚縄文の森ミ ュ ージアム

館　 長　 　 伊　 藤　 　 　 眞

副主幹　 平　 井　 　 　 純

　 　 　 　 　 副主幹　 伊　 藤　 　 　 哲

副主幹　 長谷川　 　 　 真

主　 査　 布　 谷　 義　 彦

主　 事　 小野寺　 亜美香

主任学芸員　 千　 葉　 剛　 史

学芸員　 菊　 池　 駿　 貴

文化芸術推進員　 坂　 下　 清　 子

（ 会計年度任用職員）

学芸専門員　 澤　 田　 尚　 美

（ 会計年度任用職員）

学芸専門員　 市　 村　 　 　 翔

（ 会計年度任用職員）

学芸専門員　 須　 貝　 夏　 貴

（ 会計年度任用職員）

　 　 　 事務補助員　 田　 代　 奈緒美

（ 会計年度任用職員）
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６ .  利用案内

◇開館時間　 　 午前９ 時～午後５ 時（ 入館は午後４ 時３ ０ 分ま で）

◇休 館 日　 　 毎週月曜日（ 祝日の場合はその翌平日）

　 　 　 　 　 　 　 年末年始（ １ ２ 月２ ９ 日～翌年の１ 月３ 日）

　 　 　 　 　 　 　 館内整理日　 毎月末平日（ 休館日の場合は、その前の平日。 ただし 、１ ２ 月は２ ８ 日）

◇入 館 料　 　 一般　 ２ ０ ０ （ １ ０ ０ ） 円

　 　 　 　 　 　 　 学生　 １ ５ ０ （ ８ ０ ） 円

　 　 　 　 　 　 　 ※高校生以下無料

　 　 　 　 　 　 　 ※（ 　 ） 内は１ ０ 名以上の団体割引料金

◇交　 　 通　 　 J R 宮古駅から 車で１ ３ 分

　 　 　 　 　 　 　 県北バス 　 小本・ 崎山方面行き の「 崎山貝塚前」 バス 停下車徒歩５ 分

◇駐 車 場　 　 普通車： ４ ０ 台　 身障者用： ３ 台

◇所 在 地　 　 岩手県宮古市崎山第１ 地割１ ６ 番地１

　 　 　 　 　 　 　 TEL： ０ １ ９ ３ －６ ５ －７ ５ ２ ６ 　 FA X ： ０ １ ９ ３ －６ ５ －７ ５ ０ ８

盛岡

盛岡 I.C.

いわて花巻空港

盛岡南 I.C.
宮古

崎山貝塚

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

国
道

45
号

三
陸

縦
貫

自
動

車
道

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線

い
わ
て
銀
河
鉄
道

国道106号

Ｊ Ｒ 山田線

（ 国指定史跡）
崎山貝塚縄文の森公園

複合施設

崎山貝塚至久慈

県立宮古病院

宮古駅
閉伊川

浄土ヶ 浜
宮古北 I.C.

宮古港 I.C.

至盛岡

至盛岡

国道106号

宮古中央ＪＣＴ

市道北部環状線

至釜石

国
道

4
5
号

国
道

45号

三
陸

縦
貫

自
動

車
道

（
Ｅ

４
５

）
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